
氏名 足立　広明

大学院博士後期課
程担当科目

・同上
・
・
・

通信教育部担当科
目

・西洋史概論
・
・
・

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

教務委員、就職委員、空手部顧問

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

FD委員。ギリシア語、ラテン語の勉強会開催。

文化史学会評議員

同志社大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得退学

文学修士

地中海古代末期史

最終学歴

　【研究上の特記事項】
前期4月ー8月末まで英国Oxford大学で研修。8月末にオランダ・アムステルうダム開催
の国際歴史学会で発表。メイン・テーマ「帝国の衰亡」で「ローマ帝国の滅亡」につい
て話した。

平　成　２２　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

文化史学会、日本西洋史学会、日本西洋古典学会、地中海学会、キリスト教史学会、史
学研究会、西洋史研究会、日本オリエント学会、日本ビザンツ学会、ジェンダー史学会

キリスト教巡礼と修道制の成立、古代末期女性史、古代末期の帝国と社会変容など

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・昨年は海外研修のため担当せず。
・
・
・

授業科目

学部担当科目

・歴史学通論（後期）
・西洋史概論（後期）
・西洋史特殊講義（後期）
・西洋史講読（通年）昨年は後期を分担
・西洋史演習（通年）　　　同上
・史学研究法（共同担当）
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2010年8月23日

21st International
Congress of
Historical Science,
Amsterdam

古代史研究会（京都
大学）

2010年12月19日

明石書店

白水社

歴史学研究会

『史林』第９４巻第
２号

岩波書店

2010年10月20日

2010年4月15日

2011年3月31日

初校済み

朝倉書店2010年2月25日

2011年1月12日

本書第1章第2節「古代キリスト教と
ジェンダー」を担当。新若聖書時代
から古代末期にかけてのキリスト教
成立期の女性の主体的歴史関与につ
いてテクラ伝承を中心に分析。22-
41頁。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①朝倉世界地理講座―大地と
人間の物語第７巻竹中克行、
山辺規子編集『地中海ヨー
ロッパ』

3世紀の軍事皇帝時代に関する本邦
初の専門書に対する書評。108-114
頁。

５年に１回開催の国際歴史学会の今
回のメイン・テーマの一つ「諸帝国
の衰亡」のうち「ローマ帝国の衰
亡」について発表。近年の古代末期
研究の進展をもとに人間の文化の創
造的継続性を強調した。

上述国際歴史学会における口頭発表
の日本語での発表。発表者研修先の
オックスフォード大学古代末期研究
センター主催研究会の様子にも触れ
た。

①

②

②ジェンダー史叢書第7巻粟
屋利江、松本悠子編集『人の
移動と文化の交差』

③

④

第一線ビザンツ史研究者の一般読者
向け概説書の翻訳。足立はこのうち
第一章を担当。首都コンスタンティ
ノープルの誕生、聖ソフィア教会、
ラヴェンナ・モザイク、ローマ法な
どビザンツが後世に残した歴史遺産
に関する節を訳出した。24-116頁。

上述国際歴史学会における口頭発表
の日本語要訳。ローマ帝国の「衰
亡」は文化や社会のそれではないこ
とを強調。３－８頁。

⑤

④

本書2章3節「古代ローマ帝国」担
当。共和政から古代末期におけるキ
リスト教の成立までをまとめた。
65-73頁。

③

（学会発表）

⑤

①翻訳：ジュディス・ヘリン
著、井上浩一監修、足立広
明、中谷功治、根津由喜夫、
高田良太訳『ビザンツ：驚く
べき中世帝国』

③書評：井上文則著『軍人皇
帝時代の研究』岩波書店、２
００８年

発行後半世紀を経た現行『西洋人名
辞典』を新規再編集、東洋、世界諸
地域を合わせて新版『世界人名辞
典』編集のうち、西洋古代末期関連
の人名２８項目を担当。

（その他）

②学会発表報告「諸帝国の衰
亡」

⑤

④『世界人名辞典』

②ローマ帝国の衰亡と文明の
衰亡：アムステルダム国際歴
史学会に参加して

⑤

①End of the Roman Empire

③

④


